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高
瀬
武
．
次
郎

　
山
碕
閣
齋
先
生
は
鳥
越
熱
心
な
る
朱
子
學
信
奉
者
な
う
。
徳
川
時
代
三
百
年
間
に
は
朱
子
學

を
信
奉
せ
し
者
非
常
に
多
け
れ
ど
も
、
閣
齋
施
生
の
如
く
、
高
一
標
榜
し
篤
一
信
仰
し
孝
る
者
は
あ

ら
ざ
る
な
6
。
先
生
は
初
め
土
佐
の
鴻
儒
小
倉
三
省
、
瞬
断
兼
山
よ
ウ
四
書
及
び
程
朱
の
書
を
授

け
ら
れ
て
・
專
ら
源
洛
を
祀
と
し
だ
れ
ど
も
、
晩
年
に
紳
瀧
を
錐
へ
修
む
る
に
至
っ
て
他
の
程
朱
學

者
豊
ハ
の
趣
を
異
に
す
る
に
至
れ
白
。
素
正
英
は
先
生
の
著
に
係
る
申
6
駆
動
風
水
草
管
窺
の

後
に
題
し
て
謂
へ
ら
く
、
「
垂
加
筆
就
は
深
く
瀞
道
の
淵
源
を
笹
野
、
博
く
盤
土
の
口
訣
を
索
む
、
寛
文

九
年
秋
、
申
臣
祓
の
奥
秘
を
伊
勢
大
宮
司
大
声
臣
精
長
に
受
け
、
＋
唱
年
冬
、
卜
部
家
聯
瀧
の
宗
源
を

吉
川
惟
足
に
聞
け
む
。
蝉
吟
は
嘗
て
侍
從
粟
從
朝
臣
に
受
く
、
朝
臣
は
寵
児
期
年
五
十
三
傳
直
授

相
承
な
O
。
然
る
に
ト
部
の
徒
は
異
國
の
道
を
以
て
之
に
習
合
す
る
者
あ
り
、
震
魅
之
を
傳
へ
し

ょ
ウ
、
之
を
割
う
之
を
正
だ
し
て
術
後
に
尊
卑
に
復
す
る
芝
を
得
泥
う
、
同
年
＋
一
月
廿
二
口
庚
午

　
　
　
　
霜
崎
照
齋
の
學
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋
　
　
　
崩
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哲
學
研
究
・
第
四
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
昏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
ハ
　
テ
　
　
チ

冬
至
、
先
生
を
参
す
る
に
垂
加
霊
魂
を
以
て
す
、
惟
足
手
つ
か
ら
書
し
て
之
を
贈
れ
う
、
軍
曹
以
出
所
薦
唱

シ
　
ト
　
　
　

ハ
　
テ
　
　
　
テ
　
　
ス
　
ひ

爲
レ
先
。
冥
加
以
コ
正
直
一
爲
レ
元
の
紳
語
に
取
れ
る
な
う
、
其
の
書
は
悉
く
存
し
て
下
御
通
草
主
の
許
に
在

う
。
是
に
於
て
霊
肚
は
敢
て
．
衆
説
を
算
し
て
疑
は
し
き
者
は
之
を
闘
ぎ
、
暑
せ
る
者
は
之
を
詳
か

に
し
、
頗
る
駿
明
す
る
燐
多
く
し
て
集
大
成
を
得
π
り
。
晩
に
風
水
草
一
篇
を
著
は
し
、
中
臣
祓
及

び
懸
道
の
奥
義
を
蓮
ぶ
、
審
読
明
辮
、
至
れ
り
筆
く
せ
う
云
云
」
と
。
是
れ
即
ち
先
生
が
懸
道
に
於
け

る
維
歴
の
概
要
な
う
。
先
生
が
仁
心
な
る
程
愈
愈
者
に
し
て
而
か
竜
華
ム
る
に
紳
道
を
以
て
し

た
る
は
所
論
闇
癖
學
て
ふ
一
家
の
詮
を
立
て
た
・
る
所
以
に
し
て
亦
π
程
幽
幽
を
討
究
し
た
る
後

に
之
を
日
本
化
す
る
に
力
を
注
ぎ
し
所
以
な
う
。
唯
だ
無
生
何
等
の
異
説
を
創
唱
せ
ず
し
て
專

ら
程
朱
墨
を
墨
守
し
た
る
所
謂
朱
子
學
者
に
比
較
す
れ
ば
固
よ
り
雑
駁
の
評
を
免
か
れ
ざ
る
べ

し
。
　
然
れ
ば
先
生
が
程
朱
學
涙
の
租
愚
者
と
し
て
講
説
せ
し
所
は
殆
ど
一
字
一
句
を
竜
蓮
へ
ざ

る
信
奉
的
態
度
を
示
し
、
門
λ
等
に
命
ず
る
に
竜
師
説
を
輩
下
す
る
こ
と
を
以
て
し
。
導
入
等
竜

大
抵
孜
々
と
し
て
師
の
講
義
を
筆
逸
し
之
を
綴
承
す
る
に
意
を
用
ひ
π
ウ
、
故
に
今
頃
に
傳
は
る

筆
記
類
を
見
る
竜
早
事
學
涙
に
属
す
好
者
は
自
ら
M
種
の
特
徴
を
、
有
し
噌
質
し
て
之
を
旺
別
す

る
芝
を
得
る
な
う
。
鴨
れ
即
ち
先
生
の
門
に
は
何
人
菟
師
説
を
看
守
す
る
を
以
て
講
學
の
大
方

針
と
定
め
π
る
が
窪
め
な
う
。
闇
齋
學
の
大
に
世
に
行
は
れ
と
き
は
之
に
講
ず
る
者
頗
る
多
く
、
・



　
前
後
、
費
を
執
る
者
は
六
千
蝕
入
に
上
れ
ム
と
云
ふ
、
然
れ
ど
竜
先
生
が
血
道
を
奉
ず
る
に
長
び
て

　
は
高
第
の
弟
子
佐
藤
薩
方
、
淺
見
綱
齋
電
燈
、
疲
れ
に
鋤
く
者
竜
亦
控
甚
だ
多
し
。
　
蓋
し
先
生
が
晩

　
年
無
濫
を
奉
ず
る
に
至
れ
る
は
其
の
患
掌
上
の
輔
大
墾
動
に
し
て
之
を
進
歩
面
輪
と
見
る
べ
き

　
か
、
或
は
之
を
程
朱
學
に
難
ふ
る
に
聯
滋
を
以
て
す
る
離
學
と
見
矯
べ
き
か
、
又
控
其
の
瀞
濫
的
論

　
読
の
方
癒
に
は
唯
だ
純
灘
に
程
朱
學
を
學
修
せ
る
者
に
は
到
底
首
肯
し
難
き
穂
迷
信
に
傾
け
る

　
部
分
菟
存
す
る
が
如
く
な
れ
ば
先
生
の
高
弟
に
は
之
に
反
逸
す
る
者
あ
る
は
勢
止
む
を
得
ぎ
る

　
所
な
る
べ
し
。
　
先
生
は
程
朱
塗
を
放
棄
し
去
っ
て
尖
顔
に
豪
し
遼
る
に
は
雰
ず
し
て
程
朱
學
を

　
心
し
つ
㌦
之
を
資
と
し
て
紳
滋
を
討
究
解
説
し
途
に
以
て
紳
溢
の
中
興
と
爲
轟
控
る
は
即
ち
儒

　
學
を
癖
本
化
し
疫
る
者
3
・
」
謂
ふ
べ
く
或
は
叉
た
欝
本
周
有
思
想
の
源
泉
と
竜
見
る
べ
き
古
事
寵

　
紳
代
倦
及
び
中
臣
祓
等
を
鯨
論
ず
る
に
支
那
の
哲
學
愚
想
を
用
ひ
π
る
者
と
謂
ふ
べ
き
な
う
。

　
託
の
瓢
に
点
て
先
生
は
感
激
と
宗
敷
と
を
混
融
し
て
一
家
の
読
を
立
て
禿
る
者
に
し
て
籐
他
の

　
懸
盤
者
と
大
に
色
彩
を
異
に
す
る
厨
な
ウ
。
凡
そ
徳
翔
三
百
年
問
の
儒
學
者
は
最
初
程
朱
學
よ

　
ゐ
入
ら
ぎ
る
者
殆
と
希
な
套
、
藤
原
壷
振
、
藤
縄
爵
以
下
林
家
の
誰
士
は
言
を
特
だ
ず
、
率
先
し
て
古

　
學
の
旗
織
を
癒
し
熱
る
論
議
素
行
も
、
古
學
先
蔓
と
し
て
堀
槻
感
涙
を
開
き
漏
る
欝
藤
仁
齋
悪
、
我

聯
邦
陽
明
學
涙
の
禰
澱
盛
る
磁
器
藤
樹
竃
叉
控
古
文
欝
學
涙
即
ち
盤
稼
學
涙
の
組
π
る
物
越
稼
竃

　
　
　
　
　
鰍
、
麟
難
欝
ド
ゆ
學
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰
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欝
雛
欝
嫁
、
麟
欝
や
瓢
蟹
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
“
　
騰

其
他
、
折
衷
學
嚢
竜
考
謹
學
嚢
竜
、
詩
暴
勇
交
叢
誌
書
家
竜
皆
な
程
朱
學
を
學
修
し
て
其
の
素
養
を

成
し
三
章
に
各
窪
其
性
に
逓
き
所
を
選
び
て
其
の
方
向
之
決
し
だ
る
嚢
な
ウ
。
徳
隅
撫
期
に
於

て
は
碩
學
鴻
儒
輩
出
し
て
各
方
弼
に
掘
起
し
細
る
毛
裏
だ
開
…
齋
発
生
の
如
く
電
食
化
せ
る
新
　
論

を
剣
淋
し
π
る
儒
者
は
あ
ら
ぎ
ウ
し
な
轟
。
先
生
の
旗
織
の
鮮
嬰
に
し
て
後
世
に
功
あ
る
所
は

實
に
此
織
に
存
す
る
な
参
。
先
生
は
熱
心
な
る
程
朱
學
春
な
れ
ど
竜
周
易
に
於
て
は
程
僻
郷
の

易
傳
と
朱
子
の
本
義
と
は
異
な
る
説
あ
ウ
、
轡
川
は
占
笠
の
書
と
せ
ず
し
専
ら
義
理
を
以
て
説
け

ど
も
、
朱
子
は
義
理
と
占
箆
癩
者
を
合
せ
て
釆
う
楚
れ
ば
周
易
啓
蒙
を
著
は
し
て
占
笠
の
詮
を
詳

示
せ
ウ
、
而
し
て
悶
齋
先
生
は
登
然
朱
子
の
論
を
奉
し
て
易
を
読
け
う
、
然
れ
ど
竜
閤
齋
竜
亦
π
朱

子
を
奮
信
ず
る
者
に
罪
ず
し
て
朱
子
が
周
密
漢
の
大
極
翻
説
に
解
繹
を
附
し
罵
る
を
見
て
之
を

疑
ひ
．
常
に
心
に
懸
け
た
れ
ば
閤
齋
嘗
て
夢
に
周
子
を
見
て
之
を
質
す
。
交
會
筆
録
に
記
し
て
日

く
、
嘉
嘗
て
周
子
書
を
編
激
す
、
意
謂
へ
ら
く
、
太
極
翻
論
の
朱
解
…
は
理
に
’
於
て
は
剰
ち
固
よ
ウ
可
に

し
て
不
可
な
し
。
但
だ
知
ら
ず
周
争
の
本
意
果
し
て
此
く
の
如
き
や
否
や
、
重
重
の
夏
四
月
二
十

二
霊
夢
に
周
先
生
を
見
る
、
乃
ち
問
ふ
、
太
極
の
朱
解
は
奪
意
に
違
ム
之
と
菰
き
か
、
曰
く
違
は
ず
、
曰

く
或
は
第
一
岡
申
に
織
す
、
奪
意
を
失
ム
者
あ
ら
ん
と
、
先
生
之
を
頗
す
、
又
高
誼
に
編
次
す
る
厨
を

正
さ
ん
と
す
、
蔀
し
て
入
呼
び
畳
ま
ぜ
夢
』
と
。



　
　
聡
齋
先
生
の
垂
隙
瀞
道
は
織
ら
特
徴
を
有
す
る
も
の
に
し
て
他
涙
の
紳
道
と
は
厨
し
か
ら
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
シ
ヂ
ハ

　
る
懲
の
あ
う
、
垂
加
の
二
字
の
起
算
は
其
の
遺
薯
、
垂
惣
鴬
語
に
示
せ
嚢
、
其
語
に
日
く
、
紳
垂
以
吊
藤
酔
聾

　
　
シ
　
　
ト
グ
ヲ
ヰ
マ
ス
ハ
タ
　
　
　
　
シ
　
　
あ
　

ト

　
爲
ぴ
先
、
冥
加
以
鵡
正
直
一
爲
レ
本
き
。
託
の
紳
託
は
鎮
座
簿
詑
、
實
基
本
詑
、
倭
手
量
詑
に
畿
で
だ
う
。
先
生

　
ば
終
身
鍵
す
る
こ
と
な
く
、
赫
垂
駐
輪
、
冥
擁
正
直
の
説
を
守
れ
ウ
．
懸
垂
と
は
蓋
し
憩
の
髪
舞
と
し

　
「
て
身
魂
し
垂
示
さ
る
㌦
を
い
ふ
な
ら
ん
、
其
の
神
難
は
一
心
所
鵬
の
力
を
以
て
第
一
と
す
る
こ
と

　
を
云
ふ
。
然
れ
ば
紳
に
摩
し
て
は
早
藤
を
尽
す
を
最
要
と
し
、
冥
冥
中
の
援
助
を
燦
へ
ら
る
、
こ

　
と
は
行
爲
の
正
直
を
以
て
緊
要
と
爲
す
、
轟
轟
は
倭
姫
世
寵
に
謙
譲
は
霜
曇
を
廻
う
て
六
合
を
照

　
ら
す
と
雛
竜
須
ら
く
正
直
の
頂
を
照
す
べ
し
と
云
へ
る
燐
に
選
考
す
れ
ば
直
ち
に
了
解
す
ぺ
け

　
ん
。
諺
に
竜
紳
は
正
直
の
頭
に
宿
る
と
云
ふ
あ
う
、
蓋
し
亦
授
既
意
な
ウ
。
先
生
は
紅
雲
に
し
て

　
叉
控
宗
激
家
獄
れ
ば
程
朱
學
と
同
時
に
紳
溢
を
信
奉
し
て
自
ら
修
行
し
叉
禿
人
を
し
て
修
養
せ

　
し
め
た
る
な
転
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屍

　
　
先
生
の
紳
遣
の
譲
本
愚
愁
に
左
の
撫
き
も
の
あ
う
、
先
生
繁
く
、
我
が
重
藤
に
四
あ
も
。
醇
化
、
氣

　
化
、
身
化
、
心
飽
な
う
、
造
化
と
心
事
と
は
無
形
な
垂
、
薫
化
と
身
化
と
は
麿
鰹
な
ウ
、
薫
れ
赫
道
童
學
ぶ

　
春
の
當
に
知
る
べ
き
密
な
う
。
叉
日
く
、
天
幕
七
代
は
燈
化
の
紳
な
う
、
地
紳
五
代
は
起
爆
の
紳
な

……

､
伊
愚
察
奪
・
総
勢
滞
錬
は
造
化
氣
化
を
兼
澱
る
の
瀞
號
な
う
・
ト
部
が
求
生
の
猪
饗
諾
僻
饗
澱
巳

　
　
　
　
　
欝
麟
聴
繁
の
難
騰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
灘



　
　
　
　
　
欝
灘
蘇
，
魔
　
」
郷
騰
轡
職
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴

魏
生
の
伊
弊
諾
、
轡
舞
難
の
説
は
燐
鉱
此
を
謂
ふ
獄
う
、
素
生
と
は
懸
ち
天
の
陰
陽
澄
化
の
鞍
覆
φ
己

　
生
は
購
ち
人
の
舞
女
氣
化
の
紳
な
ウ
、
二
奪
は
園
圭
鋤
海
量
木
を
生
む
癒
し
て
天
照
秘
鍵
を
生
む
．

　
既
れ
芙
八
朧
叫
の
濫
な
泰
晦
と
、
露
語
く
、
「
天
華
は
睡
郷
立
華
な
養
、
地
騨
は
天
照
太
紳
な
う
、
天
地
交
互

　
に
し
《
之
を
擁
す
る
麿
な
う
」
。
「
欝
非
諾
奪
、
響
弊
雛
奪
は
沸
騰
の
絡
に
在
う
て
地
紳
の
始
を
生
む
、

　
天
地
の
瀞
を
蒙
糠
る
撒
タ
。
二
奪
は
天
の
浮
播
の
上
に
立
て
搬
駅
慮
島
に
蓬
る
、
勝
れ
天
の
陰
陽

　
和
合
の
滋
を
言
ふ
な
参
、
二
紳
は
彼
島
に
降
う
居
う
て
聾
し
て
下
る
、
既
れ
入
の
男
女
秘
合
の
道
を

　
言
ふ
な
蚤
、
或
は
未
生
を
以
て
畢
生
を
言
ぴ
、
或
は
己
生
を
以
て
素
生
を
言
ム
，
楽
な
天
入
唯
一
の
理

　
を
罰
か
に
透
る
所
以
な
う
」
と
。
叉
撒
く
、
陰
陽
が
闘
土
出
海
草
木
を
生
む
、
二
聯
は
子
を
生
み
て
之

　
を
治
む
，
天
照
太
紳
導
く
、
父
母
が
諸
子
を
鉦
む
、
各
々
其
の
境
あ
う
と
は
是
な
う
、
又
霞
く
、
陽
紳
は
上

　
調
て
天
を
主
ど
タ
、
陰
紳
は
置
銭
て
地
を
鹸
む
、
伊
舞
講
奪
の
紳
功
己
に
了
登
て
天
に
還
る
、
餅
弊
羅

　
奪
は
夢
野
を
盤
み
て
地
に
瞬
る
．
其
義
は
柄
か
な
う
、
源
親
房
の
東
家
秘
傳
に
之
を
塾
せ
蚤
と
。

　
　
叉
寒
く
、
高
天
原
に
生
む
燐
の
紳
を
名
け
て
天
御
捻
主
事
と
口
ふ
、
次
は
高
皇
産
霊
奪
、
獣
は
紳
皇

　
産
霊
奪
な
み
、
天
御
中
主
奪
と
は
天
地
一
塁
の
紳
鰹
准
う
、

　
　
以
上
の
語
に
徴
す
る
に
開
齋
先
生
は
天
地
瀾
闘
論
に
於
て
、
造
化
氣
化
身
化
心
墨
の
四
種
を
説

　
き
、
闘
闘
の
初
に
天
地
＝
蝋
の
紳
膿
を
天
御
申
事
織
と
名
け
此
憩
を
宇
宙
最
初
の
騨
と
し
て
高
皇



　
澄
霊
奪
、
灘
蝉
茸
盤
錬
と
漸
次
講
騨
生
れ
給
へ
る
竜
の
と
す
．
其
申
に
於
て
天
藤
七
代
は
浩
琵
の

　
一
碧
な
・
夢
、
地
響
五
代
は
身
化
の
騨
な
ウ
、
伊
舞
諾
奪
、
僻
舞
滞
尊
は
逡
化
氣
化
を
兼
緯
る
の
灘
料
な
う
と

　
い
ム
。
難
壁
に
就
き
て
は
中
臣
祓
風
水
草
管
窺
に
玉
木
正
英
堅
し
、
正
英
暫
く
、
振
津
園
住
吉
就
｛
底

　
筒
努
命
、
中
墨
男
命
、
表
筒
男
命
、
）
祓
の
時
に
心
化
し
給
ふ
赫
な
垂
と
。
朱
子
は
宇
宙
造
化
を
論
く
に

　
形
化
と
氣
化
と
を
唱
へ
た
る
が
三
野
は
更
に
造
化
身
聖
心
化
を
加
へ
て
四
遽
と
鳴
せ
ウ
、
蓋
し
天

　
地
の
諸
説
を
論
ず
る
に
當
う
て
案
呈
し
た
る
竜
の
な
り
、
且
叉
五
行
を
説
け
る
こ
と
も
朱
子
が
太

　
極
華
甲
解
に
蝉
騒
に
見
ゆ
る
の
み
な
ら
ず
、
五
行
読
は
古
來
普
く
規
ひ
ら
れ
だ
る
竜
の
な
れ
ば
闇

　
齋
は
我
が
天
地
諸
善
を
五
行
に
配
塾
し
て
説
き
た
る
な
う
、
勝
勢
曰
く
、
天
神
第
一
代
は
天
地
＝
氣

　
の
紳
な
ウ
、
二
代
よ
づ
六
代
に
至
る
嚢
で
は
射
れ
水
火
木
国
土
の
堕
獄
ム
，
此
七
代
は
剰
ち
陰
陽
の

　
紳
な
参
。
猶
ほ
乱
筆
が
申
騒
祓
風
水
草
、
紳
代
巻
風
早
集
、
垂
掬
草
等
に
説
く
燐
に
剣
説
少
か
ら
ぎ

　
れ
ど
竜
今
逐
桶
之
を
論
ず
る
の
暇
な
し
唯
だ
其
の
學
風
の
扁
斑
と
埜
加
全
道
の
．
扁
部
分
と
を
示

　
さ
ん
．
と
す
る
の
み
。
先
生
の
垂
嬢
興
国
を
討
究
す
る
問
に
往
や
野
卑
奥
妙
に
馬
券
て
吾
人
の
考

　
究
思
索
に
問
断
を
趨
さ
し
む
る
燐
な
き
に
あ
ら
ず
、
共
の
紳
秘
奥
妙
な
る
燐
は
郎
ち
先
生
の
信
仰

　
の
熱
烈
な
る
燐
に
し
て
冷
罵
な
る
研
究
者
の
追
随
を
容
れ
ぎ
る
撰
な
登
、
然
れ
ど
、
も
叉
能
く
先
生

翻
の
説
を
儒
塾
し
て
熱
烈
撒
鷹
綿
甲
を
生
す
愚
者
に
焼
あ
濁
国
勢
卸
し
て
之
な
昧
ふ
乙
と
を
霧

　
　
　
　
　
撫
鯵
糊
齋
妙
鐙
就
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
鰍



　
　
　
　
　
鷺
鰹
醗
究
　
，
第
欝
桑
繊
盤
　
卑
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
八

蹴
　
る
惣
ら
ん
、
崎
閃
N
の
學
を
櫨
貯
へ
暴
鋤
岬
融
凱
旭
を
航
矯
撫
し
漏
る
奢
に
は
後
…
姦
盗
爲
の
士
を
輩
出
　
せ
し
は

1

　
人
の
知
る
駈
に
し
て
先
生
が
他
の
朱
子
學
者
の
徒
に
糖
粕
を
嘗
め
玉
章
摘
句
に
汲
々
陀
う
し
と

　
大
に
異
罵
る
鰍
な
登
先
生
が
聯
藤
奥
妙
に
直
遙
せ
し
所
に
共
熾
烈
な
る
糟
…
榊
は
籠
れ
る
な
う
。

　
光
海
翁
源
良
顯
が
風
水
草
管
窺
に
序
し
て
闘
く
、
妙
哉
大
哉
、
胃
薬
中
主
奪
の
宇
憲
に
充
満
し
て
扁

　
息
の
問
噺
な
く
、
一
髭
の
叢
雲
な
き
者
は
吾
國
天
人
唯
嚇
の
滋
な
う
、
二
男
濁
乱
し
て
三
二
現
は
れ
、

　
韓
坤
相
滲
は
塁
て
八
部
生
ず
、
覆
矛
巳
下
、
雑
器
愛
に
立
ち
趣
に
天
種
を
高
矢
原
に
墨
く
、
是
を
以
て

　
欝
聯
は
四
海
を
照
罰
し
八
紘
を
覆
上
し
玉
ふ
．
生
民
永
く
頼
う
、
萬
物
其
の
所
を
得
、
人
倫
新
に
明
か

　
に
風
化
蜘
に
涼
く
災
害
擾
除
し
、
不
二
は
生
せ
ず
、
安
闘
と
爲
る
こ
と
を
得
、
萬
世
無
窮
の
解
き
皇
孫

　
は
鷺
紳
と
朋
を
舎
は
せ
徳
を
齊
う
し
、
憩
器
は
位
を
正
す
、
皆
既
祓
の
徳
な
う
云
々
と
、
曇
れ
即
ち
光

　
海
翁
の
交
に
し
て
閥
齋
先
生
の
意
な
・
9
、
斯
か
る
思
想
は
勢
望
國
の
根
概
と
爲
登
園
民
避
徳
の
基

　
礎
を
爲
す
者
な
う
、
忠
君
愛
郷
敬
聯
の
念
は
賄
齋
が
特
に
意
を
絹
て
鼓
吹
せ
し
燐
後
の
既
學
を
窺

　
ふ
者
須
ら
く
此
澱
に
着
眼
す
べ
し
。
　
〔
完
｝


